
浦 和 区 自 治 会 連 合 会 

令和３年度 第２回 理事会 報告書 

 

１ 日時 令和３年７月６日（火） 午前１０時から１１時４５分まで 

 

２ 場所 さいたま市役所 地下１階 第１会議室 

 

３ 開会 

  石井桂太郎副会長が開会を宣言した。 

 

４ 会長あいさつ 

  藤枝陽子会長から出席の御礼と豪雨による土石流被害が深刻であること、オリンピック開

催によるコロナの感染拡大の懸念、また首都直下地震がいつ発生するかわからない状況な

ので、自治連としても情報発信していく必要があるとの挨拶があった。 

 

５ 理事成立要件の確認 

理事 １８名中 １５名出席  成立した。 

 

６ 議事録署名人の指名 

  木崎第２地区の志賀理事を議事録署名人に指名した。 

 

７ 区からの依頼事項 

（１） 浦和レッズより駒場スタジアムにおけるＪリーグ開催のポスター掲示、ＷＥリーグ開

幕のポスター掲示及びチラシ回覧について依頼があった。 

（２） 防災課より令和３年度「さいたま市総合防災訓練・防災フェア」の参加概要について         

の説明があった。日時は１１月６日（土）９時３０分～１２時、場所は荒川総合運動

公園にて実施し、浦和区自治会連合会より４０名の動員をお願いしたいとの説明があ

った。 

（３） 共同募金会さいたま市浦和区支会より例年どおり赤い羽根共同募金運動を展開する

にあたり自治会長名簿の供与について依頼があった。 

（４）コミュニティ課より次の項目についてまとめて説明があった。 

・埼玉会館より「埼玉会館建築セミナー」のチラシ回覧について依頼があった。 

・埼玉県原爆被害者協議会から慰霊式の案内文書を各自治会長に送付したいとのお願い

があった 

・さいたま市自治連より表彰者への表彰状・記念品の配布について依頼があった。該当者

は木崎第１地区で３名、木崎第２地区で１名なので、各地区の代表者から該当者に渡

してもらうこととした。 



 

    以上の依頼事項等について了承した。 

 

８ 経過報告 

４月２７日（火） 浦和区自治連第１回理事会（浦和区役所１階 第１会議室） 

４月２８日（水） さいたま市自治連第１回理事会（浦和コミセン１０階 多目的ホール） 

５月 ７日（金） さいたま市自主防災組織連絡協議会総会（書面会議による開催） 

５月２５日（火） 浦和区自治連定例総会（書面議決による開催） 

５月２６日（水） 共同募金会浦和区支会第１回理事会（書面表決による開催） 

５月２８日（金） さいたま市自治連第２回理事会（浦和コミセン１０階 多目的ホール） 

５月２９日（土）～６月２７日（日） 

         ごみゼロキャンペーン市民清掃活動（清掃活動日等は参加団体の任意） 

６月２０日（土） さいたま市自治連定例総会（書面議決による開催） 

６月２２日（火） 浦和区自治連会長講習会（中止） 

 ６月２９日（火） 浦和区自治連第２回正副会長会（コミュニティ課内） 

 

９ 協議事項 

（１） 専門委員会委員の再構成について 

先週の正副会長会で協議した専門委員会の構成案名簿を配布し、理事に諮ったところ、

全員一致で了承を得た。 

（２）役員視察研修旅行について 

高齢者に対するワクチン接種が進んできたが、オリンピック・パラリンピック終了後の

新型コロナの感染状況がどのようになるか見通せないこと、また、研修先の受け入れ態

勢の問題もあるので、今後の状況をみて実施の判断することで了承を得た。また、日帰

り研修もありとの意見もあった。 

（３）地区別研究集会のテーマについて 

   次の「その他」のところで、佐々木会長より防災について各種提案・説明があったので、

今回は「防災について」をテーマとすることで了承を得た。 

（４）その他 

  ・防災アドバイザー協会の佐々木会長より自治会、自主防災会向けの災害時における避難

行動要支援者の支援計画（ゆるやかルール）策定についての説明があった。 

・地区防災計画の策定について説明があった。地区防災計画の策定については感震ブレー

カー設置する際に必須条件となっているが、その策定に対し困難が伴い策定をためらう

自治会が多い。そこで、佐々木会長の方で地区防災計画のひな型を作成し、各自治会は

そのひな型に自治会名等必要事項を記載すれば防災計画が策定できるようにしたい。つ

いては、７月末までには作成完了し、浦和区HPからダウンロードして作成できるよう

にしたいとの説明があった。 

・避難所防災倉庫の点検についての説明があった。倉庫内に備蓄されている資材について



かなり乱雑に収納されていることから、いざ災害が発生した場合、何がどこにあるかわ

からない状態である。したがって、必要な資材をどのように収納するか訓練する必要が

あるとの説明があった。 

・区からの依頼事項である「さいたま市総合防災訓練」への動員要請について、藤枝会長

の提案により浦和区自治連各６地区から６名ずつ、及び正副会長の３名の参加で３９名

としたいとの説明があった。 

 

10 閉会  

  高橋 明副会長が閉会を宣言した。 

 

 

 

令和３年７月１２日  浦和区自治会連合会 副会長 石井桂太郎  


